
第４回 奈良県道路斜面防災点検検討委員会  日時：令和８年 ２月２７日（金） １０：００～ 場所：奈良県庁 東棟２階 災害対策本部室（オンライン併用）   
議 事 次 第  

１． 開会 

（１）委員長挨拶 

 

２． 議事 

（１）委員会規約について 

 

（２）資料説明       

奈良県版道路防災点検の手引き（案）の確認について 

 

（３）質疑・意見交換 

 

３． その他 

 

 



奈良県道路斜面防災点検検討委員会 規約   （名 称） 第１条 本会は、奈良県道路斜面防災点検検討委員会（以下、「委員会」という）と称する。  （目 的） 第２条 委員会は、令和５年１２月２３日に国道１６９号（奈良県吉野郡下北山村上池原地内）の土砂崩れで発生した事故などを踏まえ、今後の奈良県管理道路における法面点検のあり方について検討することを目的とする。  （構 成） 第３条 委員会は、別表に掲げる委員をもって構成する。  （委 員） 第４条 委員会に次の役員を置く。 委員長 １名 委 員 ７名  （委員会） 第５条 委員会の開催は必要に応じ、委員長が招集する。  （事務局） 第６条 委員会の事務局は、奈良県県土マネジメント部 道路マネジメント課とする。  （その他） 第７条 委員会の運営に関する必要な事項は、協議によるものとする。  （付則）この規約は、令和６年１０月９日をもって施行する。 
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令和7年度
奈良県道路斜面防災点検検討委員会

検討資料

令和8年2月

奈良県



資料目次

1. 背景・課題・目的

2. 令和7年度の検討結果、課題の報告など

3. 今後の検討スケジュール
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1. 本年度の検討結果

2. 次年度の検討方針（案）

3. 今後のスケジュール（案）

本日、ご意見をいただきたい内容

P.2～4

P.5～30

P.31



• 法面の変状を検知・把握し，かつ省人化・省コストを踏
まえた平常時の定期的な法面点検方法の検討が必要

• 変状や異常が生じた緊急時に、迅速に点検を行うための
体制構築方法の検討が必要

検討の背景・課題

背景

奈良県の課題

• 令和5年12月に国道169号（下北山村上池原）で
吹付斜面が崩壊し、２名が死傷する事故が発生した

• 県内の中山間部の県管理道路においては、毎年土砂
災害が発生し、通行止めを余儀なくされている。

• 吹付・法枠等の斜面対策工の経年的な劣化が、多く
の場所で進行している。

• 現状ではパトロールカーによる目視点検を行ってい
るが、これらの変状を必ずしも十分な検知確認が出
来ていない。
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検討の目的、これまでの取り組み

目的 経時的な斜面の状況変化をとらえ、広範囲
を効率的・効果的に点検を行うことのでき
る新たなスキームを構築する。

奈良県が目指す道路管理の方向性

スクリーニング手法
＜従来手法＞

・地形判読
・被災履歴

+
＜高度化した手法＞

・干渉SAR時系列解析

従来手法に加え、さらに高度化
した手法を取り入れることによ
り、危険箇所抽出の精度向上を
目指す
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これまでの道路のり面管理体制イメージ

今後目指す道路のり面管理体制イメージ



令和6年度までの取り組み

• 平常時および緊急時の点検方法や体制構築方法などを
記載した「奈良県版：道路防災点検の手引き（案）」
を作成した。

• 携帯端末を活用した日常パトロール結果での情報を集
約・データベース化が可能な「奈良県道路巡回集約シ
ステム（仮）」を構築した。

手引き（案）のポイント

検討の目的、これまでの取り組み

◆人工衛星（SAR）データを活用して広域的かつ経時的に斜面
変状箇所を把握

◆点検や日常の道路パトロールで得る情報等のデータベース化

◎奈良県の新たな道路管理の手法をまとめた手引き
（案）の作成、道路情報集約システムの構築
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◎奈良県の新たな道路管理の手法をまとめた手引き
（案）に基づく検討・分析
◎道路情報集約システムの試行

対象路線：国道169号、168号の山間部

① 道路法面・斜面のリスク箇所の机上
抽出（被災履歴、レーザプロファイ
ラデータを用いた地形判読、干渉
SAR時系列解析）および現地調査

② 過去の被災箇所事例分析

③ 奈良県道路巡回集約システム（仮）
の試行

令和7年度の検討項目
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対象現象：発生頻度が比較的低
い、中～大規模の災害（地すべ
り、岩盤崩壊、深層崩壊）



今回は国道168号・169号を選定
・防災カルテ点検対象箇所が膨大
・災害発生頻度が高い路線

【1】点検対象路線の選定

【2】地域特性の把握、災害要因の判読・抽出

【3】重ね合わせに基づくリスク箇所の抽出

令和7年度の取り組み①リスク箇所の机上抽出：机上抽出の方針
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斜面区分
（防災点検施設番号）

【地形判読】 【干渉SAR時系列解析】【被災履歴】

本検討におけるリスク箇所抽出の流れ

• 従来の手法である「被災履歴分析」「地形判読」に加え、新技術
「干渉SAR時系列解析」を用いてリスク箇所を抽出する。

従来の手法 新たに取り入れる手法

引用：三次元点群データを活用した道路斜面災害リスク箇所の抽出要領（案），
国土交通省，R3.10，p6

従来のリスク箇所抽出の流れ

対 象 区 間 の
選 定

対象区間

地域特性の把握

災害要因の判読

調 査 結 果 、 判 読 結 果 を 地 形 図
(1/5,000～1/1,000)に重ね合わ
せて、災害の道路への影響を検討し
て「リスク箇所」の候補を抽出する。

道路に関するもの
・既往の防災点検記録
・防災カルテ
・防災対策工施工記録
・災害記録
・パトロール日誌等日常点検記録 など

災害要因に関するもの
・点群データ(レーザ測量地形図、微地形

表現図)等
・空中写真
・地質図等
・ハザードマップ

現地において、判読した災害要因の状況を
確認した上で、リスク箇所を確定する

リスク箇所の評価

机上調査

現地確認



R169検討
区間起点

R168検討
区間起点 R169検討

区間終点

R168検討
区間終点

※令和5年
12月災害箇所

標高段彩図
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令和7年度の取り組み①リスク箇所の机上抽出：机上抽出の範囲

標
高

0

>1,500

路線 検討区間延長

国道169号 約71 km
国道168号 約79 km

• 国道169号および国道168号の奈良県管理区間のうち、山間地を通る区間
を抽出範囲とした。

国道169号・168
号は紀伊半島アン
カールートの一部を
形成しており、重要
な路線である。

路線沿いの多くの斜面は、急勾配を呈しており、吹付や
落石防護網工、コンクリート擁壁等が施工されている。

吉野土木事務所

五條土木事務所

五條土木事務所
工務二課

吉野土木事務所
工務二課
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令和7年度の取り組み①リスク箇所の机上抽出：被災履歴

道路パトロールで確認された法面災
害に関係する変状記録箇所図 専門技術者による緊急のり面点検箇所図

• 道路パトロール記録および緊急法面点検記録を収集し、被災履歴
として「位置」や「現象」について整理した。

※R1～R6年度の記録 ※H21～R6年度の記録


	委員会資料一式.pdfから挿入したしおり
	スライド 0: 令和7年度　  奈良県道路斜面防災点検検討委員会  検討資料
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31


